
仕様書 
 
Ⅰ 一般仕様 
 
１．件  名  BC2010 サイクロトロン関連装置の保守点検 
 
２．目  的  BC2010 サイクロトロン関連装置が常に正常かつ円滑に作動し、 

安全かつ安定に作業できるよう保守点検を行う。 
 
３．定期点検期間  2026 年 4月 1日～2027 年 3月 31 日 
          上記期間のうち 7日間 
 
４．履行場所  千葉県千葉市稲毛区穴川 4-9-1 

国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構 
千葉地区 画像診断棟 PET 用ホットラボ室 サイクロトロン室 電気機械室   

 
５．業務内容 （詳細はⅡ技術仕様による。） 
（1）BC2010 サイクロトロン関連装置の保守点検 
 
 

６．必要な能力・資格 
(1) 日本製鋼所製 BC2010 サイクロトロンの構造・仕組みを十分理解しており、他施設に於いて 

日本製鋼所製 BC2010サイクロトロンの保守作業の実績を有していること。 
(2) 日本製鋼所製 BC2010 サイクロトロンの使用部品を調達または製作する事が出来ること。 

 
７．提出図書  下記の書類を提出すること。 

点検作業完了後２週間以内に、点検報告書２部を提出するものとし、報告書には 
次の事項を記載すること。 

① 点検した各部の異常の有無 

② 部品の交換があった場合は、その品名及び数量 

③ この点検以外に処理されなければならないと認められる事項等 
（提出場所） 
量子科学技術研究開発機構(以下：QST) 量子医科学研究所 先進核医学基盤研究部 放射性核種
製造グループ 
 

８．検査条件 
定期点検完了後、点検報告書をもって検査合格とする。 

  



 

 
９．支給品及び貸与品 

・点検作業に必要な電力・市水は、発注者の負担とする。 
 
 
10．その他 
① 管理区域内作業について 

(1) 本作業に従事する者は、自社において既に放射線業務従事者として指定され、法令に基づいた教

育訓練、健康診断、個人被ばく管理が行われている作業者であること。 

(2) 請負者は、本作業を行う作業者に当機構の諸規程を遵守して作業を行わせると共に、次の事項に

ついての諸手続きや報告を行うこと。 

・請負者は、本作業を開始する２週間前に当機構に置ける放射線業務従事者指定手続きを行うこと。 

・作業者は、作業開始前に必要な教育訓練を当機構において受けること。 

・請負者負担にて本作業に関わる放射線被ばく管理を行い、作業終了月後の４５日以内に被ばく 

報告書を提出すること。 

② 点検作業の実施機関及び詳細内容は、事前に当機構担当者と協議し調整するものとする。 

③ 受注者は、本件業務を実施することにより取得したデータ、技術情報、成果その他のすべての資料

及び情報を QST の施設外において、発表若しくは公開することはできない。ただし、あらかじめ

書面によりQSTの承認を受けた場合はこの限りではない。 
 

11．グリーン購入法の推進 
(1)本契約において、グリーン購入法（国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律）に適用す
る環境物品（事務用品、ＯＡ機器等）が発生する場合は、これを採用するものとする。 

(2)本仕様に定める提出図書（納入印刷物）については、グリーン購入法の基本方針に定める「紙類」
の基準を満たしたものであること。 

 
12．協議 
本仕様書に記載されている事項及び本仕様書に記載のない事項について疑義が生じた場合は、QST と

協議のうえ、その決定に従うものとする｡ 
 
 
Ⅱ 技術仕様 
 
１．一般事項 
① 要求仕様に基づき、測定機器や部品の調達を進めること 
② 必要に応じ事前協議を行い保守内容について確認を行うこと。 



 

③ 事前に故障個所や部品交換カ所を把握し、円滑な保守点検が行えるよう努めること。 
④ ユーティリティー用コンプレッサは分解、清掃を兼ねたオーバーホールを行うこと。 
⑤ 要求仕様に基づき、保守点検作業を行うこと。 
⑥ 保守点検後は動作試験や収量確認を行い、問題なく作動することを確認すること。 

 
２．点検事項（詳細は、別紙の通り） 
 ①サイクロトロンコントロール、電源全般 
 ②サイクロトロン、ターゲタリー装置 
 ③真空、冷却装置、合成装置用制御装置 
 ④総合試験 
 

（使用者） 
部 課 名：量子医科学研究所  

先進核医学基盤研究部 

放射性核種製造グループ 

氏 名：峯岸 克行 




